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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、爪白癬治療剤「クレナフィン」が寄与して、売上高は

85,431 百万円（対前年同期比 20.1％増）、営業利益は 29,689 百万円（対前年同期比 78.7％増）、経常利益は

29,919 百万円（対前年同期比 81.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 20,134 百万円（対前年同期比

109.6％増）となりました。 

 

    セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 薬業 

医薬品・医療機器につきましては、関節機能改善剤「アルツ」はほぼ横ばいでありましたが、「クレナフィン」が順

調に売上を伸ばしたほか、癒着防止吸収性バリア「セプラフィルム」や後発医薬品も伸長し、また「クレナフィン」の

海外導出先からの収入も増加したことなどにより増収となりました。 

農業薬品につきましてはほぼ横ばいとなりました。 

この結果、売上高は 83,674 百万円（対前年同期比 20.7％増）、セグメント利益（営業利益）は 28,388 百万円（対

前年同期比 83.1％増）となりました。 

なお、海外売上高は 8,065 百万円となりました。 

 

② 不動産事業 

不動産事業の主たる収入は文京グリーンコート関連の賃貸料であります。売上高は 1,756 百万円（対前年同期

比 4.0％減）、セグメント利益（営業利益）は 1,300 百万円（対前年同期比 17.9％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は 136,148 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 21,013 百万

円の増加となりました。これは主に、売掛金の増加によるものであります。 

負債は 44,004百万円となり、前連結会計年度末に比べ 5,968百万円の増加となりました。これは主に、買掛金の

増加によるものであります。 

また、純資産は 92,144百万円となり、前連結会計年度末に比べ 15,044百万円の増加となりました。これは主に、

利益剰余金の増加によるものであります。 

自己資本比率は、67.7％（前連結会計年度末 67.0％）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の業績につきましては、４月に薬価改定を控え売上高への影響が予想されること、パイプライン

充実に向けた研究開発費の発生が見込まれること、当社の 100％子会社である科研不動産サービス株

式会社の吸収合併により３月に 2,568 百万円の繰延税金資産の取り崩しに伴う法人税等調整額の計上

が予定されていることなどから、平成 27年 10月 27日に発表した業績予想は変更しておりません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

科研製薬(株)(4521)平成28年３月期　第３四半期決算短信

- 2 -



２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成 25 年９月 13 日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

（セグメント情報等）

 Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    売     上     高

外部顧客への売上高 69,326 1,829 71,155 ― 71,155

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― 241 241 △ 241 ―

計 69,326 2,070 71,396 △ 241 71,155

　　セグメント利益（営業利益） 15,508 1,103 16,611 ― 16,611

　２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　　　 「不動産事業」セグメントの資産の金額が前連結会計年度末に比べ3,430百万円減少しております。これは主

　　に、新浦安ビル（千葉県浦安市）を平成26年12月に売却したことによるものであります。

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

 Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    売     上     高

外部顧客への売上高 83,674 1,756 85,431 ― 85,431

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― 245 245 △ 245 ―

計 83,674 2,002 85,677 △ 245 85,431

　　セグメント利益（営業利益） 28,388 1,300 29,689 ― 29,689

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

調整額
(百万円)

四半期連結
損益計算書

計上額
(百万円)

薬業 不動産事業
（百万円） （百万円）

報告セグメント

計
（百万円）

調整額
(百万円)

四半期連結
損益計算書

計上額
(百万円)

薬業 不動産事業
（百万円） （百万円）

報告セグメント

計
（百万円）
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